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発 表 論 文 Spectroscopic measurement for fruit using spectral estimation digital holography

分光推定ディジタルホログラフィによる果物の分光計測

概 要：

本会議で，ディジタルホログラフィ (DH) に分光推定技術を世界に先駆けて融合することで世界初となる

動く物体の 3 次元構造と物質の 3 次元分布の同時動画像計測法を紹介し，世界最先端の研究者と議論するこ

とを目的・意義とした。本会議では，被検物体の一例としてレモンを用いて，本技術における 3 次元形状と

分光の 3 次元分布の同時計測に成功したとともに，食品への応用可能性を示したことを発表した。発表・議

論した結果，構築したシステムにおいて分光推定誤差が大きい原因の一端が明らかとなり，本システムの計

測精度を向上できるアドバイスを得た。また，提案技術は動く物体の 3 次元構造と分光情報の 3 次元分布を

同時に計測でき，生細胞イメージングの研究者と議論を交わし，生体細胞の形状変化及び物質や機能変化の

解明や理解などへの応用展開が有望であることが明らかとなった。提案技術は動く物体に対して，人間では

観察し得ない分光分布の 3 次元分布を機械に獲得させ，解析・認識させるための 3 次元形状情報及び 3 次元

分光情報入力装置に応用できる。そのため，実世界と人間とを繋ぐ次世代マン=マシンインターフェースと

なる画期的な技術である。本会議での発表と討論により，提案技術が『人間と機械の調和の促進』へ貢献し

得ることを示し，意義を果たすことができた。
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発 表 論 文 Magnonic Crystals using Micro-cavities for Logic Devices

マイクロキャビティを利用したマグノニック結晶の形成と論理演算素子への応用

概 要：

今回参加させていただいた国際学会 IEEE International Magnetics Conference では，磁気の基礎から応用

まで幅広い分野に関する先端物理，技術が報告される。最近の磁気分野では，モーター，ハードディスク，

磁界センサなどの応用製品で，産業界の注目を集め，当該国際学会への企業の研究者等の参加数は多い。今

回，私は，マグノニック結晶の応用例に関する研究について，口頭発表によって報告を行った。マグノニッ

ク結晶とは，磁化の波であるスピン波を，このスピン波の波長スケールの磁化の周期構造によって制御する

ものである。このマグノニック結晶を用いると，スピン波を情報キャリアとして扱うことでき，同時に，外

部の磁場によって，局在位置を制御することが可能になる。逆に，スピン波の伝搬特性から磁気センサ，及

び電流センサとしてマグノニック結晶が応用可能であることを示した。発表後，磁気抵抗効果 (Magneto

Resistance) 素子について研究を行うシンガポールの研究者から，これと同程度の性能をもつ素子を開発中で

あり，それについて情報交換を行った。会議では，ロシアのグループなどによって，マグノニック結晶につ

いて活発な議論が交わされ，主に，パーマロイを用いたマグノニック結晶について議論されており，我々が

今回報告したような極めてスピン波の損失が少ない酸化物磁性体であるイットリウム鉄ガーネットを用いた

報告例は見られなかった。このことから，今後は，同種の応用先を志向した場合であったとしても，イット

リウム鉄ガーネットの特徴・利点を活かすデバイス開発が求められることが分かった。
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